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夕日ヶ丘復活プロジェクト 

～自然を大事にする心を育てる～ 

成長の中で、自然を知り、体験して

いくことは、心を育てる、大きな価値と

なる。そのためには、大人が整備し、子

どもたちが植物、動物、虫などにふれ、

学べる場にしていこう。体験が少ないと

感じる心が育たない。今のうちに体験

をたくさんさせたい。 

保護者も学校に集う！話そう、

交流しよう！ 

～話そう！保護者、先生、地域～ 

  PTAのスタイルが変わっていく昨今、

かかわりを減らしたい、と思う保護者が

増えている。学校への関心が減り、言

いたいことも言えない、そんな悩みを解

決するためにもまずは、お互いを知り、

先生、保護者、地域の距離を近くする

ことから始めたい。 

 
 

   

養護学校の子どもたちも山に登っていたこともあるので、みんなが使える場にしたいなと話し合い

ました。カブトムシやイノシシ、キツネなどの出会いや、いばら・うるしは「この葉は危ない」と知ることな

ど、子どもたちに大切にしてほしいことを伝えていきたいという意見が出ました。  

前回の「先生と地域住民の合同研修会」では、先生は「地域の方にこんなに聞いてもらえてよか

った、心がすっとしました。」地域の方は「先生にこんなにさらけ出して話してもらって、信用されている

と感じた。」など、お互いの心が近づく、よいコミュニケーションの場となりました。次回は、保護者とも

お互いがともに子どもたちのために、何ができるか、地域のために何ができるか、話し合うことができれ

ばと考えました。保護者は、将来、地域コミュニティを支えていくことにもなる、そのこともふまえ、「篠

原の子どもたちを一緒に育てていこう」と交流できる場を設けたいと話し合いました。 

 

夕日ヶ丘復活プロジェクトでは、地域の方や山部会の方にご協力いただき整

備をすすめています。 

 


